
6 月 5 日 世界環境デー（World Environmental Day） 
 
私たちＪＷＣＳは、日本の小さな野生生物保全、自然保護団体です。今回は日本政府及

び政策関連諸団体やマスコミが、地球温暖化をめぐってアピールしています。その事態に

関連して World Environmental Day Public コメントを発表します。 
 
世界の野生生物の現状は、1972 年のＵＮＥＰを成立させた地球サミット以来、全体とし

ては退潮し続けています。 
現在はＩＵＣＮのレッドリストで知るとおりです。地球温暖化など、自然の変化が自然

界を構成する野生生物を指標として現れています。しかし日本政府は自然の保全を表明し

ながら、野生生物の保全については無策です。それどころか捕鯨や象牙利用を推進してい

ます。捕鯨では公海での活動の維持増大をめざし「科学的」と宣伝しています。 
世界の野生生物の保全が地球の自然環境の保全に深く関係するので、利用政策の転換を

訴え、国の政策に反映されるよう求めます。 
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